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弘本 由香里
Written by Yukari Hiromoto

CEL SERIES

　

当
連
載
の
第
12
話
以
降
で
は
、
大
阪
・
上
町
台
地
に
立
地
す
る
大

阪
ガ
ス
実
験
集
合
住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
の
第
３
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験

の
一
環
と
し
て
展
開
し
て
い
る「
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
※
１
）

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
地
域
の
物
語
と
し
て
の
多
彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の

構
成
と
、
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
関
わ
り
が
育
む
、
人
と
人
、
人
と
ま
ち

の
つ
な
が
り
の
再
デ
ザ
イ
ン
の
効
果
や
可
能
性
を
追
っ
て
き
た
。
前

回
、
連
載
第
21
話
で
は
、Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
13
回
ウ
ィ

ン
ド
ウ
・
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン「
上
町
台
地 
ま
ち
な
か
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
〜
暮
ら
し
に
よ
り
そ
う
手
仕
事
・
も
の
づ
く
り
・
ま
ち
づ

く
り
〜
」の
紹
介
を
通
し
て
、
人
と
ま
ち
を
つ
な
ぎ
愛
着
を
育
む
、

手
仕
事
・
も
の
づ
く
り
・
な
り
わ
い
の
力
、
ま
ち
な
か
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
の
存
在
価
値
を
伝
え
た
。

　

今
回
、
連
載
第
22
話
で
は
、
い
の
ち
と
な
り
わ
い
を
支
え
る
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い「
水
の
縁
」に
着
目
し
た
、Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
14
回
ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン「
上
町
台

地
・
水
先
案
内
」（
※
2
）（
２
０
１
１
年
７
月
４
日
〜
11
月
11
日
）か
ら
、

上
町
台
地
に
刻
ま
れ
た
水
の
記
憶
を
概
観
し
、
ま
ち
の
深
層
に
生

き
続
け
る
水
脈
を
た
ず
ね〝
水
の
縁
〞に
触
れ
る
。
都
市
の
暮
ら
し

の
な
か
で
、
水
の
恵
み
の
分
か
ち
合
い
や
リ
ス
ク
へ
の
向
き
合
い

方
を
伝
え
て
い
く
、
地
域
に
根
ざ
し
た
生
活
文
化
の
必
要
性
や
あ

り
方
に
思
い
を
馳
せ
る
契
機
と
し
た
い
。

　

古
来
、
人
は〝
水
〞の
あ
る
と
こ
ろ
に
い
の
ち
を
営
ん
で
き
た
。
今

も
昔
も
、
そ
の
本
質
に
変
わ
り
は
な
い
。
水
は
、
い
の
ち
や
な
り
わ

い
を
支
え
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

時
と
し
て
そ
れ
ら
を
脅
か
す
危
険
を
運
ん
で
く
る
も
の
で
も
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
先
人
た
ち
は
、
水
の
恵
み
を
分
か
ち
合
い
、
リ
ス
ク

を
回
避
す
る
た
め
に
、
生
き
る
知
恵
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

文
化
を
生
み
出
し
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
今
、
改
め
て
暮
ら
し
と
水
の
関
係
に
目
を
向
け
る
と
、

大
い
に
便
利
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
分
だ
け
、
恵
み
も
リ
ス
ク
も
意

識
し
に
く
く
な
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
と
も
す

る
と
水
害
や
渇
水
な
ど
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
感
度
は
弱
く
な
り
、

水
は
上
流
か
ら
下
流
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
公
共
の
資
源
と
い
う

実
感
も
、
人
間
だ
け
で
な
く
多
様
な
い
の
ち
に
と
っ
て
不
可
欠
な

資
源
だ
と
い
う
認
識
も
乏
し
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。

大
阪
・
上
町
台
地
発　

都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ

大阪・上町台地発
都心居住文化の創造へ都心居住文化の創造へ

大阪・上町台地発
都心居住文化の創造へ

（第22話）

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
水
の
恵
み
と
リ
ス
ク

い
の
ち
と
な
り
わ
い
を

支
え
る「
水
の
縁
」

|
リ
ス
ク
と
恵
み
を
分
か
ち
合
う

は
じ
め
に
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広場に面して住む
Roji roomの松下岳生さん（左）と
町会会長の浦野晥次さん（右）

広場に面して住む
Roji roomの松下岳生さん（左）と
町会会長の浦野晥次さん（右）

路地の奥には、小さな田んぼが！
今年も田植えに、地域の子どもたちが参加
路地の奥には、小さな田んぼが！
今年も田植えに、地域の子どもたちが参加

　

と
り
わ
け
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
都
市
の
な
か
に
あ
っ
て
、

人
と
水
の
関
係
の
多
面
的
な
あ
り
方
を
暮
ら
し
の
折
節
に
体
で
感
じ

取
る
こ
と
や
、次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
大
変
困
難
な
こ
と
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、よ
く
よ
く
目
を
凝
ら
し
、耳
を

澄
ま
し
て
み
る
と
、水
と
と
も
に
生
き
て
き
た
ま
ち
の
原
風
景
の
入

り
口
が
、そ
こ
こ
こ
に
顔
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。

　
「
上
町
台
地
・
水
先
案
内
」で
は
、
明
治
19
年（
１
８
８
６
）頃
の

大
阪
近
傍
地
図
を
展
示
し
、
次
の
よ
う
に
ま
ず
都
市
・
大
阪
の
姿
を

想
起
し
て
い
る（
※
3
）。

【
水
の
都
、
そ
れ
は
自
然
や
郊
外
と
寄
り
添
う
都
市
の
姿
】

 

（
前
略
）
市
街
の
北
端
に
大
阪
駅
、
南
端
に
天
王
寺
駅
。
Ｊ
Ｒ

大
阪
環
状
線
内
が
ほ
ぼ
旧
市
街
で
す
。
大
阪
駅

北
側
を
蛇
行
し
て
流
れ
る
の
は
旧
中
津
川
。
こ

の
川
を
直
線
化
・
拡
幅
し
た
の
が
現
在
の
淀
川

で
す
。
市
街
の
堀
川
も
す
べ
て
描
か
れ
、
郊
外

に
は
都
市
と
農
村
を
つ
な
い
で
も
い
た
水
路

が
、縦
横
に
走
っ
て
い
ま
す
。自
然
や
郊
外
と
よ

り
そ
い
、
生
き
る
。
そ
れ
が
戦
前
ま
で
３
５
０

年
余
持
続
し
た「
水
都
」本
来
の
姿
で
す（
図
１
）。

　　

あ
わ
せ
て
、
土
地
の
履
歴
を
表
し
た
土
地
条
件
図

も
展
示
し
た
。
旧
大
和
川
の
川
筋
や
天
井
川
沿
い
の

微
高
地
、
自
然
堤
防（
低
地
の
微
高
地
）の
存
在
、
あ

る
い
は
く
ぼ
地
や
谷
、
池
や
谷
を
埋
め
た
盛
り
土
、

海
流
が
つ
く
っ
た
砂
州
・
砂
堆
な
ど
が
は
っ
き
り
と

見
て
と
れ
る
。

　

古
地
図
や
土
地
条
件
図
を
下
敷
き
に
、
現
在
の
大

阪
の
水
害
予
想
マ
ッ
プ
を
眺
め
る
と
、
氾
濫
し
た
水

が
か
つ
て
の
川
筋
を
た
ど
っ
て
広
が
る
こ
と
や
、
台

地
上
で
も
く
ぼ
地
や
谷
な
ど
湛
水
の
危
険
が
あ
る
こ

と
な
ど
、
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
そ
の
理
由
を
リ
ア
ル
に
学

び
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

古
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
大
阪
の
歴
史
が
積
み
重
な
っ
て

い
る
上
町
台
地
界
隈
を
見
て
み
よ
う
。
清
水
谷
、
細
工
谷
、
桃

谷…

。
味
原
池
、
庚
申
池
、
毘
沙
門
池…

。
利
休
井
、
越
中
井
、
梅

の
井…

。
古
地
図
を
参
考
に
ま
ち
を
眺
め
る
と
、
今
も
残
る
地

名
や
水
の
ス
ポ
ッ
ト
の
背
景
に
、
数
々
の
谷
筋
が
刻
ま
れ
、
大

小
の
池
が
点
在
し
、
湧
水
に
恵
ま
れ
た
、
水
の
都
・
大
阪
の
原
点

都心居住文化の創造へ

水
と
と
も
に
生
き
て
き
た

ま
ち
の
原
風
景
再
び

図1　明治19年（1886）頃の大阪近傍地図

写真1　からほり・路地奥田んぼ写真2　田島北ふれあい広場・雨水活用

大阪城大阪城

味原池味原池

毘沙門池毘沙門池
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船 場船 場
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野
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野
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猫
間
猫
間
川

大阪城

味原池

旧 中 津 川旧 中 津 川旧 中 津 川

毘沙門池

平 野

天王寺駅

大阪駅

船 場

平
野
川

猫
間
川



75 CEL Jan. 2012

「梅の橋」の上で、高津宮の小谷真功さんにお話をうかがった。
かつて、この下を梅の川が流れ、付近は梅の名所だったという
「梅の橋」の上で、高津宮の小谷真功さんにお話をうかがった。
かつて、この下を梅の川が流れ、付近は梅の名所だったという

お墓参りに訪れる人たちは、
井戸で汲んだ水を携えていく
お墓参りに訪れる人たちは、
井戸で汲んだ水を携えていく

圓妙寺の深川観澄住職（左）に導かれ、
さらに奥の井戸へ。高津宮の茶会にも
この寺の水が使われたという

圓妙寺の深川観澄住職（左）に導かれ、
さらに奥の井戸へ。高津宮の茶会にも
この寺の水が使われたという

と
で
も
い
う
べ
き
か
つ
て
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
覆
わ
れ
た
ま
ち
の
深
層
に
、
今
も
そ
の
原
風
景
と
営
み
が

息
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
上
町
台
地
・
水
先
案
内
」で
め
ぐ
っ

た
12
の
水
脈
の
中
か
ら
、７
箇
所
を
以
下
に
抜
粋
紹
介
す
る（
※
3
）。

【
か
ら
ほ
り
・
路
地
奥
田
ん
ぼ
】

　

和
想
デ
ザ
イ
ン
は
路
地
奥
に
あ
る
緑
の
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
。
古
い
建
物
を
事
務
所
に
再
生
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
元

の
人
た
ち
と
路
地
も
再
生
し
、
井
戸
跡
を
再
掘
削
し
、
空
き
地

を
田
ん
ぼ
に
す
る
な
ど
、
小
さ
な
空
間
を
憩
え
る
公
空
間
へ

変
貌
さ
せ
て
い
ま
す
。夏
の
終
わ
り
に
は
楽
し
い
地
蔵
盆
も
。

ト
ン
ネ
ル
路
地
へ
飛
び
込
ん
で
み
て
く
だ
さ
い（
写
真
１
）。

【
田
島
北
ふ
れ
あ
い
広
場
・
雨
水
活
用
】

　

田
島
北
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
空
堀
商
店
街
か
ら
南
へ
入
る

坂
道
路
地
に
あ
り
ま
す
。
地
元
住
民
が
２
年
近
く
話
し
合
い
、

防
災
機
能
も
兼
ね
た
広
場
に
再
生
さ
れ
ま
し
た
。
雨
樋
で
集

め
た
水
を
タ
ン
ク
に
貯
め
て
、
手
押
し
ポ
ン
プ
で
出
せ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
文
字
通
り
井
戸
端
会
議
の
場
と
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
楽
し
い
空
間
に
も
な
っ
て
い
ま
す（
写
真
２
）。

【
幸
念
寺
・
上
町
台
地
西
麓
の
井
戸
】

　

上
町
台
地
に
は
城
南
寺
町
や
中
寺
、
生
玉
寺
町
な
ど
、
い
く

つ
も
の
寺
町
が
あ
り
ま
す
。
台
地
西
麓
に
連
な
る
の
は
下
寺

町
。
そ
の
寺
院
群
の
な
か
に
あ
る
幸
念
寺
に
は
、
今
も
二
つ
の

井
戸
が
あ
り
ま
す
。
冬
温
か
く
、
夏
冷
た
い
井
戸
の
水
は
、
参

詣
者
の
心
を
和
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
は
避
難
者

の
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
３
）。

【
圓
妙
寺
・
台
地
に
息
づ
く
水
の
寺
】

　

上
町
台
地
の
寺
町
の
一
つ
、
中
寺
。
南
北
に
貫
く
道
は
な
だ

ら
か
で
す
が
、
そ
の
両
側
は
台
地
西
斜
面
の
地
形
が
豊
か

で
す
。塀
越
し
に
見
え
る
鐘
楼
が
印
象
的
な
圓
妙
寺
に
は
、

水
の
寺
の
由
来
で
も
あ
る
井
戸
が
、
今
も
現
役
で
す
。
手

押
し
ポ
ン
プ
か
ら
溢
れ
出
る
水
は
、
代
を
重
ね
る
若
い
参

詣
者
に
も
、
水
の
寺
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う（
写
真
４
）。

【
高
津
宮
・
梅
の
井
と
梅
の
橋
】

　

高
津
宮
へ
の
表
参
道
は
高
津
公
園
を
縦
断
し
て
い
ま

す
。
そ
の
参
道
脇
に
文
政
２
年（
１
８
１
９
）と
刻
印
さ
れ

た
梅
の
井
の
井
桁
、
明
和
年
間（
１
７
６
８
年
頃
）に
奉
納

さ
れ
た
と
伝
わ
る
梅
の
橋
、
そ
し
て
梅
の
川
の
名
残
を
留

め
る
池
跡
が
あ
り
ま
す
。
春
は
花
見
、
夏
は
虫
取
り
、
秋
は

紅
葉
と
都
会
の
な
か
で
季
節
を
味
わ
え
る
空
間
か
ら
は
、

せ
せ
ら
ぎ
の
音
も
漏
れ
聞
こ
え
そ
う
で
す（
写
真
５
）。

CEL SERIES

大
阪
・
上
町
台
地
発　

都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ

都心居住文化の創造へ

写真3　幸念寺・上町台地西麓の井戸

写真 4　圓妙寺・台地に息づく水の寺写真5　高津宮・梅の井と梅の橋
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CEL

オリジナル酒をつくった
原点の会の中心メンバー
服部多嘉男さん（中央）

オリジナル酒をつくった
原点の会の中心メンバー
服部多嘉男さん（中央）

【
玉
造
稲
荷
神
社
・
利
休
井
再
生
】

　

玉
造
稲
荷
神
社
の
本
殿
前
に
利

休
井
は
あ
り
ま
す
。
豊
臣
家
や
大

坂
城
と
縁
の
深
い
神
社
の
境
内

は
、
茶
人
・
千
利
休
の
屋
敷
伝
承

地
で
も
あ
り
ま
す
。
上
町
台
地
に

湧
き
出
る
清
水
は
、
次
代
を
切
り

開
い
た
先
達
に
も
さ
ぞ
好
ま
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
井
戸
は
２
０
０

６
年
に
有
志
に
よ
っ
て
再
生
さ

れ
、
先
達
の
名
を
冠
し
て
往
時
を

偲
ば
せ
て
い
ま
す（
写
真
６
）。

【
原
点
の
会
・
上
町
乃
水
と
天
水
】

　

天
王
寺
区
内
の
酒
屋
有
志
の
集

ま
り「
原
点
の
会
」。
四
天
王
寺
境
内
と
上
六
近
く
に
今
も
湧

く
井
戸
を
も
と
に
、15
年
近
く
前
か
ら「
上
町
乃
水
」、「
天
水
」

と
名
付
け
た
酒
造
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
上
町
台
地
の
ま
さ

に
地
酒
と
し
て
、
密
か
に
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
原
点

の
会
メ
ン
バ
ー
の
お
店
や
近
鉄
百
貨
店
上
本
町
店
で
購
入
で

き
ま
す（
写
真
７
）。

　

紙
幅
の
都
合
で
一
部
し
か
紹
介
で
き
な
い
が
、
変
化
の
激
し
い
都

市
に
あ
っ
て
こ
そ
、
人
と
水
の
接
点
を
入
り
口
に
、
人
と
ま
ち
の
関

係
を
丁
寧
に
紡
い
で
い
こ
う
と
す
る
、
い
わ
ば〝
水
の
縁
〞の
再
生

と
も
い
う
べ
き
取
り
組
み
の
数
々
が
見
ら
れ
る
。
長
屋
が
残
る
ま
ち

の
路
地
の
奥
に
誕
生
し
た
、
人
を
つ
な
ぐ
広
場
の
よ
う
な
田
ん
ぼ
、

社
寺
や
旧
家
で
大
切
に
活
用
さ
れ
続
け
て
い
る
井
戸
、
地
域
の
防

災
・
減
災
の
た
め
に
雨
水
を
溜
め
て
使
う
手
押
し
ポ
ン
プ
、
上
町
台

地
な
ら
で
は
の
由
緒
あ
る
名
水
が
生
ん
だ
お
酒
な
ど
、
水
を
通
し
て

そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
物
語
を
映
し
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

上
町
台
地
を
走
る
大
き
な
谷
筋
の
一
つ
、
清
水
谷
界
隈
に
、
大
阪

ガ
ス
実
験
集
合
住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
は
立
地
し
て
い
る
。
建
物
の
足
元

に
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
が
設
け
ら
れ
、
生
き
物
た
ち
の
憩
い
の
場
と
も

な
っ
て
い
る
。
２
０
１
１
年
10
月
１
日
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
／
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ

ｏ
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
、「
上
町
台
地
・
水
先
案
内
」で
紹
介
し
た
水

脈
の
い
く
つ
か
を
た
ど
る
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
細
川
ガ

ラ
シ
ャ
ゆ
か
り
の
越
中
井
、
利
休
井
再
生
の
玉
造
稲
荷
神
社
、
空
堀

界
隈
の
路
地
奥
田
ん
ぼ
や
田
島
北
ふ
れ
あ
い
広
場
、
水
の
寺
・
圓
妙

寺
、
梅
の
井
・
梅
の
橋
と
高
津
宮
を
経
て
、
ゴ
ー
ル
は
上
町
台
地
の

名
水
が
生
ん
だ
お
酒「
上
町
乃
水
」と「
天
水
」。

　

水
都
・
大
阪
の
原
点
と
し
て
の
上
町
台
地
の「
水
の
縁
」に
五
感

で
触
れ
、
水
の
恵
み
と
リ
ス
ク
と
と
も
に
生
き
て
き
た
ま
ち
の
記
憶

を
た
ど
っ
た
。
そ
の
流
れ
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
旅
へ
の
一
歩
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
杯
を
掲
げ
た
の
だ
っ
た
。

　
　

  （
大
阪
ガ
ス（
株
）エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

特
任
研
究
員
）

「利休井」は、本殿前に埋もれていた井戸を再掘したもの、
案内していただいたのは玉造稲荷神社の鈴木伸廣さん（左）
「利休井」は、本殿前に埋もれていた井戸を再掘したもの、
案内していただいたのは玉造稲荷神社の鈴木伸廣さん（左）

都心居住文化の創造へ

（
※
1
）
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
第
3
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験

の
一
環
と
し
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
実
験（
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）の
概
要
等
は
、
季
刊
誌「
C
E
L
」83

号
・
84
号
・
86
号
・
88
号
・
89
号
・
91
号
・
92
号
・

93
号
・
95
号
・
96
号「
大
阪
・
上
町
台
地
発　

都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ
」（
第
12
話
〜
21

話
）及
び
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
る
。

http://w
w
w
.osakagas.co.jp/com

pany/e
fforts/cel/issue/cel/

ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
や
関
連
イ

ベ
ン
ト
は
、Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

ワ
ー
キ
ン
グ
が
企
画
・
運
営
し
て
い
る
。

2
0
1
1
年
12
月
現
在
の
同
ワ
ー
キ
ン
グ
・

コ
ア
メ
ン
バ
ー
は
、
弘
本
由
香
里（
大
阪
ガ

ス（
株
）エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
／
上
町

台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
）、
橋
本
護

（
B-

t
r
a
i
n
）、
早
川
厚
志（
ま
ち
づ

く
り
工
房
／
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え

る
会
）。

（
※
2
）主
催
：
大
阪
ガ
ス（
株
）エ
ネ
ル
ギ
ー
・

文
化
研
究
所（
C
E
L
）、
企
画
：
Ｕ-

Ｃ
ｏ

Ｒ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ワ
ー
キ
ン
グ
、協

力
：
足
代
健
二
郎
さ
ん
、
飯
田
郁
子
さ
ん
、

浦
野
睆
次
さ
ん
、
圓
妙
寺
、
オ
ダ
ギ
リ
サ
ト

シ
さ
ん
、桂
田
秀
人
さ
ん
、加
瀬
敏
夫
さ
ん
、

環
境
デ
ザ
イ
ン
事
務
所 

素
地
、
神
田
晃
治

さ
ん
、
高
津
宮
、
幸
念
寺
、
原
点
の
会
、
五

條
宮
、
澤
田
孝
治
さ
ん
、
玉
造
稲
荷
神
社
、

西
代
官
山
ク
ラ
ブ
、
冨
士
原
純
一
さ
ん
、
和

想
デ
ザ
イ
ン
、
そ
の
ほ
か
の
み
な
さ
ま（
50

音
順
）

（
※
3
）Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
エ
キ
ジ
ビ

シ
ョ
ン
14「
上
町
台
地
・
水
先
案
内
」で
の
、

地
図
解
説
・
取
材
文
は
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
ワ
ー
キ
ン
グ
の
早
川
厚
志
氏
が

担
当
。
写
真
撮
影
・
デ
ザ
イ
ン
は
同
ワ
ー
キ

ン
グ
の
橋
本
護
氏
・
小
倉
昌
美
氏
が
担
当
。

総
合
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
同
ワ
ー
キ
ン
グ
の

弘
本
由
香
里
が
担
当
。

第
　 
話
の
お
わ
り
に

22

写真7　原点の会・上町乃水と天水

写真6　玉造稲荷神社・利休井再生
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